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研
修
医
が
ア
ル
バ
イ
ト
を
せ
ず
に
研
修
に
専
念
で
き
る
よ
う
な
処
遇

を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

⑤
看
護
師
等
医
療
技
術
者
の
養
成

に
つ
い
て

資
質

の
高

い
看
護
師
等

の
養
成
や
教
員

・
研
究
者
育
成
の
た
め

に
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
お
い
て
大
学

・
大
学
院
の
設
置
が
進
ん
で
い

る
。
特

に
看
護
学
教
育
に
つ
い
て
は
、
平
成

一
六
年
三
月
に

「看
護

学
教
育

の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
の
報
告
書
に
お
い
て
、
学
士

課
程
に
お
け
る
看
護
学
教
育

の
到
達
目
標
等
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。

各
大
学

に
お
け
る
看
護
学
教
育
の
更
な
る
改
善

・
充
実
に
向
け
た
取

組
み
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
教
育
内
容

や
臨
地
実
習
指
導
者
の
充
実
を
図
る
観
点
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

を
開
催

し
て
い
る
。

六

大
学
入
学
者
選
抜
の
改
善
等

(
一
)
大
学
入
学
者
選
抜
の
改
善

①
特
色
あ
る
多
様
な
入
学
者
選
抜
の
実
施

平
成

一
七
年
度
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
に
お
い
て
は
、
全
て

の
国
公
立
大
学
の
ほ
か
、
四
〇
八
の
私
立
大
学
及
び

一
一
二
の
公
私

立
短
期
大
学
が
利
用
し
て
行
わ
れ
た
。
各
大
学
が
こ
の
試
験
と
調
査

書
、
個
別
学
力
検
査
、
面
接
、
小
論
文
、
実
技
検
査
等
を
適
切
に
組

み
合
わ
せ
て
入
学
志
願
者
の
能
力

・
適
性
等
を
多
面
的
に
判
定
す
る

よ
う
、
引
き
続
き
改
善

・
充
実
を
進
め
る
。
ま
た
、
国
立
大
学
の
入

学
者
選
抜
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
国
立
大
学
協
会
に
お
い

て
検
討

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
国
立
大
学
と
し
て
の
担
う
べ
き
社
会

的
役
割
を
十
分
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

・
ポ
リ
シ

ー
を
明
確
に
し
た
上
で
、
大
学
の
個
性
あ
る
取
組
み
や
多
様
な
取
組

み
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

②
新
教
育
課
程
に
対
応
し
た
大
学
入
試
の
実
施
に

つ
い
て

平
成

一
八
年
度
の
大
学
入
試
か
ら
、
新
し
い
高
等
学
校
学
習
指
導

要
領
に
よ
り
学
習
し
た
生
徒
が
受
験
す
る
。
こ
の
た
め
、
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
に
お
い
て
は
、
高
等
学
校
の
新
教
育
課
程
に
対
応
し
、

現
在
の
六
教
科
三
二
科
目
か
ら
六
教
科
二
八
科
目
に
科
目
数
が
変
更

さ
れ
る
。
ま
た
、
平
成

一
二
年

一
一
月
の
大
学
審
議
会
答
申

(「大

学
入
試
の
改
善
に
つ
い
て
」
)
や
平
成

一
五
年
三
月
に
と
り
ま
と
め

ら
れ
た

「英
語
が
使
え
る
日
本
人
」
育
成
の
た
め

の
行
動
計
画
等
を

踏
ま
え
、
「外
国
語
」
教
科
の

『英
語
』
科
目
に
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス

ト
が
導
入
さ
れ
る
。
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
は
、
受
験
生

一
人

一
人
に

I
C
を
活
用
し
た
個
別
音
源
機
器
を
配
付
し
、
三
〇
分
の
試
験
時
間

で
実
施
す
る
。
な
お
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成

一
六
年
度

に
実
施
し
た
試
行
テ
ス
ト
の
結
果
も
踏
ま
え
、
円
滑
な
実
施
に
向
け

て
、
具
体
的
な
実
施
方
法
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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③

「
ア
ド
ミ
ッ
シ

ョ
ン

・
オ
フ
ィ
ス
入
試
」
に
つ
い
て

近
年
、
学
力
検
査
に
過
度
に
偏
る
こ
と
な
く
、
詳
細
な
書
類
審
査

と
時
間
を
掛
け
た
丁
寧
な
面
接
等
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

受
験
生

の
能
力

・
適
性
等
を
総
合
的
に
判
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
き
め
細
や
か
な
選
抜
方
法
の

一
つ
と
し
て
、
「
ア
ド
ミ

ッ
シ
ョ

ン

・
オ

フ
ィ
ス
入
試
」
を
導
入
し
て
い
る
大
学
が
急
速
に
増
加
し
て

き
て
お
り
、
今
後
と
も
、
そ
の
適
切
な
実
施
を
促
し
て
い
く
。
(平

成

一
六
年
度
大
学
入
学
者
選
抜
に
お
い
て
は
、
国
公
私
立
大
学
あ
わ

せ
て
三
七
五
大
学
に
お
い
て
実
施
)

④
大
学

入
学
者
選
抜
の
実
施
体
制
の
点
検
強
化

入
学
者
選
抜
の
多
様
化
、
評
価
尺
度
の
多
元
化
が
進
む
反
面
、
入

試
業
務

の
煩
雑
化
、
複
雑
化
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
中
、
出
題
ミ
ス
等

入
試
ミ
ス
に
つ
い
て
の
報
告
が
増
加
し
て
お
り
、
大
学
入
学
者
選
抜

に
対
し
て
、
受
験
生
の
み
な
ら
ず
社
会
の
信
頼
を
損
な
う
事
態
が
相

次
い
で
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
文
部
科
学
省
で
は
、
平
成

一

七
年
度

入
学
者
選
抜
に
向
け
て

「大
学
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
出

題

・
合
否
判
定
ミ
ス
等
の
再
発
防
止
に
つ
い
て
」
(平
成

一
七
年

一

二
月
二
〇
日
付
け

一
六
高
大
振
第
七
七
号
大
学
振
興
課
長
通
知
)
の

通
知
を
行
い
、
入
試
ミ
ス
防
止

へ
向
け
て
、
各
大
学
の
実
施
体
制
等

の
点
検
強
化
を
促
し
て
い
る
。

(二
)
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
の
実
施

平
成

一
五
年
九
月
に
大
学
入
学
資
格
が
弾
力
化
さ
れ
、
大
学
に
よ

る
個
別
審
査
な
ど
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
伴
い
、

一
〇
月
に
文

部
科
学
大
臣
か
ら
中
央
教
育
審
議
会
に
対
し
て
、
「大
学
入
学
資
格

検
定
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
諮
問
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
諮
問
を
受
け
、

中
央
教
育
審
議
会
で
は
、
教
育
制
度
分
科
会
の
下
に
大
学
入
学
資
格

検
定
部
会
を
設
け
て
審
議
を
行
い
、
次
の
三
点
を
基
本
的
な
考
え
方

と
す
る

「大
学
入
学
資
格
検
定
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
(答
申
)
が
、

平
成

一
六
年
八
月
に
提
出
さ
れ
た
。

①
大
学
入
学
資
格
付
与
の
機
能
を
維
持
す
る
こ
と

②
よ
り
広
く
活
用
さ
れ
る
試
験
に
す
る
こ
と

③
就
職
等
に
お

い
て
も
活
用
さ
れ
る
よ
う
社
会
的
通
用
性
を
高
め

る
こ
と

文
部
科
学
省
で
は
、
こ
の
答
申
を
受
け
、
平
成

一
七
年

一
月
に

「高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
規
則
」
を
制
定
し
、
平
成

一
七
年

度
か
ら
「
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

た
。「高

等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
」
は
、
様
々
な
理
由
で
、
高
等
学

校
を
卒
業
で
き
な
か

っ
た
者
等

の
学
習
成
果
を
適
切
に
評
価
し
、
高

等
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認

定
す
る
た
め
の
試
験
で
あ
る
。
所
定
の
科
目
の
す
べ
て
に
つ
い
て
合

格
点
を
得
た
者
を
合
格
者
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が

一
八

歳
に
達
し
て
い
な
い
と
き
に
は
、

一
八
歳
に
達
し
た
日
の
翌
日
か
ら

合
格
者
と
し
て
い
る
。

な
お
、
平
成

一
七
年
度
の
試
験
に
係
る
日
程
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

(
一
)
願
書
受
付

第

一
回

五
月

一
六
日

(月
)
～
五
月
二
七
日

(金
)

第
二
回

九
月

八
日

(木
)
～
九
月
二
二
日

(木
)

(二
)
試
験
実
施

第

一
回

八
月

四
日

(木
)
・
五
日

(金
)

第

二
回

一

一
月

一
九

日

(土
)
・
二

〇
日

(
日
)

(三

)

結

果
発

送

第

一
回

九

月

二

日

(金

)

(予

定

)

第

二
回

一
二
月

一
六

日

(金

)

(予

定

)
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平成17年度から大学入学資格検定が変わります 。

で
試験の名称が「大学入学資格検定」から「高等学校卒業程

度認定試験」に変わります。

大学、短大、専門学校の入学資格としてだけでなく、就職、資格試験等広く社会から高等

学校卒業と同等の学力がある資格として認められるようになります。

2 試験科 目が変わ ります。

・試 験科 目から「家庭」がなくなり、「英 語」が必修科 目になります 。

・試 験科 目か ら選択科 目がなくなります 。

現在の大検の受検科目1 高等学校卒業程度認定試験の受験科目

【注意1
・大学入学資格検定で「家庭」が合格又は免除になっていたとしても、高等学校卒業程度認定試験
の「英語」の合格又は免除に振り替えることはできません。

・大学入学資格検定で「英梧」以外の選択科目が合格又は免除になっていたとしても、高等学校卒
業程度認定試験の「英語」の合格又は免除に振り替えることはできません。

3 全日制高等学校に在学したまま受験できるようになります。1

高等学校卒業程度認定試験で合格した科目は、学校長の判断で全日制高等学校の卒業

単位として認定してもらうことも可能になります。

七

学
術
研
究
の
振
興

大
学
等
を
中
心
に
行
わ
れ
る
学
術
研
究
は
、
人
文

・
社
会
科
学
か

ら
自
然
科
学
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
学
問
分
野
に
お
い
て
、
研
究
者
の
自

由
な
発
想
と
研
究
意
欲
を
源
泉
と
し
て
真
理
の
探
究
を
目
指
す
知
的

創
造
活
動
で
あ
る
。
ま
た
、
学
術
研
究
の
成
果
は
、
人
類
の
知
的
共

有
財
産
と
し
て
そ
れ
自
体
優
れ
た
文
化
的
価
値
を
持

っ
て
い
る
と
同

時
に
、
そ
の
応
用
や
技
術
化
を
通
じ
て
国
民
生
活
を
豊
か
に
す
る
な

ど
、
社
会

・
経
済
の
発
展
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
国
が
中
心
と
な

っ
て
学
術
研
究
の
振
興
に
努
め
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

平
成

一
三
年
三
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
、
第
二
期
科
学
技
術
基
本

計
画
に
お
い
て
は
、
国
家
的

・
社
会
的
課
題
に
対
応
し
た
研
究
開
発

の
重
点
化
と
並
ん
で
、
研
究
者
の
自
由
な
発
想
に
よ
る
基
礎
研
究
を

一
層
重
視
し
、
幅
広
く
着
実
に
、
か

つ
持
続
的
に
推
進
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。

文
部
科
学
省
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
学
術
研
究

が
目
指
す
べ
き
方
向

と
し
て
、
「世
界
最
高
水
準
の
研
究
の
推
進
」
、
「
二
十

一
世
紀
の
新

し
い
学
問
の
創
造
」
及
び

「社
会

へ
の
貢
献
」
と

い
う
三
つ
の
目
標

を
掲
げ
、
科
学
技
術

・
学
術
審
議
会
に
お
け
る
審
議
や

「科
学
技
術

基
本
計
画
」
等
を
踏
ま
え
、
①
研
究
者
の
自

主
性
の
尊
重
、
②
人

文

・
社
会
科
学
か
ら
自
然
科
学
ま
で
の
全
て
の
学
問
分
野
に
お
け
る

発
展
、
③
教
育
と
研
究
の

一
体
的
な
推
進
と
い
う
基
本
方
針
の
下
に
、

我
が
国
の
学
術
研
究
基
盤

の
計
画
的

・
重
点
的
整
備
と
、
世
界
に
開

か
れ
た
学
術
研
究
体
制
の
整
備
を
目
指
し
て
、
学
術
研
究
の
総
合
的

な
推
進
の
た
め
に
以
下
の
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

○
独
創
的

・
先
端
的
基
礎
研
究
の
推
進

我
が
国
か
ら
世
界
最
高
水
準
の
研
究
成
果
が
創
出
さ
れ
る
な
ど
、


